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共同 IP（intellectual property）開発事業プロジェクト発足について 

                                   

イオン株式会社（千葉市美浜区 取締役兼代表執行役社長 グループ CEO 岡田元也、以下「イ

オン」）と株式会社フジテレビジョン（港区、代表取締役社長 宮内正喜、以下「フジテレビ」）

は、共同 IP 開発事業「じゃじゃじゃじゃ～ン！プロジェクト」を実施することになりました。 

本プロジェクトは「2020 に向けて、さらにその先の未来に向けて子どもたちに伝えたいこと。

―“Health&Wellness=Happiness Style″を IP の力で世界に伝えていく」という趣旨のもと、IP

（intellectual property）を共同開発。国内外におけるイオン・イオンモールの拠点とフジテ

レビのもつコンテンツ制作発信能力によるシナジー効果を発揮し、デジタルの力でグローバルに

展開させていくプロジェクトです。なお、IP（intellectual property）開発事業は映像コンテ

ンツにおける IP の企画開発を源泉に、「放送」「配信」「商品化」「物販」「イベント」などを視野

に入れた、ライツビジネスとしての収益性を見込む事業となります。 

本プロジェクトの第 1 弾は 10月 13 日より放送をスタートする子ども向け情操教育番組「じゃ

じゃじゃじゃ～ン！」となります。その番組内において IP 展開を行い、イオンのもつあらゆる

オウンドメディアで同 IP を利用したコンテンツの一部が拡散され、番組自体が話題になるだけ

でなく、本プロジェクト派生の IP が国内外の各イオン店舗・イオンモールにてイベント化、商

品化され、販売されることで、子どもたちにとってより身近な存在になっていくことを目的とし

ています。 

そして第２弾として、カンボジア王国のイオンモール内にスタジオをもつカンボジアの民間放

送局「HANG MEAS RADIO & HDTV STATION」にて「同 IPを利用した、カンボジアの子ども向け情

操教育番組」を放送する方向で交渉中です。国内同様の試みがカンボジアへと拠点を広げ、更に

は、ベトナム、インドネシア、中国などへと多角展開することで、「子ども向け情操教育」を通

じて東南アジア中心に海外へライツビジネスのマーケット拡大を目指して参ります。 

                    記 

【本プロジェクトの取り組み】 

 （１）双方の強みを活かした「子ども向け」文化発信に関する取り組み 

 （２）新たな IP開発及び、エンターテイメント・コンテンツの創造に関する取り組み 

  (３) 国内・海外の各地域におけるイベント展開に関する取り組み 

 （４）情報発信、PRに関する取り組み 

 （５）その他両社間で必要と認める「子どもの情操教育」に関する取り組み 

以上 


